
　　　　

6 年 11 月 1 日

平日
学校休業日

13
10

時 0 分から
18
16

時
30
00

分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・フィールドワーク（土曜日）
・登山
など

（別添資料１）

家族支援

・その日のご様子を口頭でお伝えしたり、連絡ツールを使用して送信していま
す。
・療育中のご様子をご見学いただくことができます。
・ご自宅でも楽しく行えるトレーニング方法をお伝えいたします。

移行支援
進学などの意向をご本人、保護者様からお聞きし、情報を提供していきま
す。

地域支援・地域連携
園や学校、福祉事業所、行政と連絡を取ったり、会議に参加し、情報共有して
いきます。

職員の質の向上
月別研修や各種委員会を開催し、こどもの特性に応じた対応や感染症、虐
待防止、身体拘束禁止などの知識を深めます。

支　援　内　容

・構造化された運動プログラムをたくさん提供することで、興味の数を増やし、 生活に必要な運動能力を身に付けます。
・忘れ物が減ったり、準備や片付けがスムーズにできるようになるなど、自分のことを自分でできるように支援していきます。

・幼児期に必要な基礎的な体の動きを無理なく行えるよう、サーキット形式や単発の形でさまざまな運動プログラムを組み立てていきます。また模倣を狙った体操、集団遊びの要素を取
り入れた運動など、クラスによってまた時期によっていろいろなことにチャレンジし、たくさん体を動かす機会を提供します。
・バランスよく段階を踏んで運動に取り組めるようカリキュラムを組んでいます。サーキットトレーニングやマット運動、体操、体幹トレーニング、リズム運動など、集団指示に応じな
がら、たっぷり体を動かします。
・体力テスト等の項目に特化したプログラムを提供し、基礎運動能力を高めるトレーニングを実施します。

本
人
支
援

・様々な手先の作業課題や、パズル、シール貼り、ぬりえ、視知覚トレーニング教材など、興味や発達段階に合わせた机上課題を提供します。

・ひらがな・カタカナ・漢字の読み書き能力や語彙力を身につけられるように、プリント課題や各種プログラムに組み込んで支援していきます。
・他児と協力して行うプログラムを行い、相手に対する言葉遣いや自分の想い・考え方を言葉で伝えられるように支援していきます。

・運動プログラムを受けることで脳機能を向上させることで、指示が理解できるようになったり、活動が円滑に行えるように支援していきます。
・集団での生活や活動が楽しいと感じられるように、共感できる心を育んでいきます。
・グループ活動やペアで活動するプログラムで、他児との関係を自然に築いていきます。

支援方針
指定児童発達支援及び放課後等デイサービスの提供に当たっては、障害児が日常生活における基本動作を習得し、及び集団生活に適応することができるよう、当該障害児の身体及び精神
の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な指導及び訓練を行うものとする。

営業時間 送迎実施の有無 （原則）なし

法人（事業所）理念 集団生活の中で生きる力を身につけさせる

事業所名 運動・学習療育アップ世田谷教室 作成日支援プログラム（参考様式）


